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鹿島川住宅市街地基盤整備事業の
事業再評価

平成21年2月12日

千葉県印旛地域整備センター
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事業再評価を行う背景

社会的背景

■長引く景気低迷

公共事業予算の減少

公共事業への関心の高まり

情報の透明性の確保

国民の環境回帰志向

■長引く景気低迷

公共事業予算の減少

公共事業への関心の高まり

情報の透明性の確保

国民の環境回帰志向

◆時代のニーズに合うか？

◆他の方法はないの？

などの疑問に応える

公共事業を評価する仕組み
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再評価対象事業
①

②

③ ④

①都市河川改修事業
L=2,700m（H3～H25）

②住宅市街地基盤整備事業
L=900m（H6～H22）

③住宅市街地基盤整備事業
L=1,300m（H9～H22）

④都市河川改修事業
L=1,350m（H16～H25）

【鹿島川】

【高崎川】
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事業再評価の時期

事業開始事業開始 前回前回 今回今回

1010年経過年経過 55年毎年毎 55年毎年毎

H6
住宅市街地基盤整備事業

[対 象]   ① 事業採択後５年経過して未着工

② 事業採択後１０年経過して継続中

③ 再評価実施後５年経過した事業

[対 象]   ① 事業採択後５年経過して未着工

② 事業採択後１０年経過して継続中

③ 再評価実施後５年経過した事業

H15 H20
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事業再評価の審議者

流域懇談会評価監視委員会

河川事業・ダム事業で，河川整備計画策定のための河川事業・ダム事業で，河川整備計画策定のための

流域懇談会が設立しているかどうか？流域懇談会が設立しているかどうか？

平成10年策定 千葉県県土整備部所管
国庫補助事業再評価実施要領

ない ある
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事業再評価の視点

流域懇談会の結果に基づき河川管理者が判断流域懇談会の結果に基づき河川管理者が判断

[[中止中止]][[継続継続]] 審議審議

①事業の進捗状況

②社会経済情勢等

③コスト縮減や代替案立案等の可能性

④事業の投資効果

①事業の進捗状況①事業の進捗状況

②社会経済情勢等②社会経済情勢等

③③コスト縮減や代替案立案等の可能性コスト縮減や代替案立案等の可能性

④事業の投資効果④事業の投資効果
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対象事業の概要

【事業内容】
・河道拡幅（約80m）

・掘削
・築堤
・目標流量300m3/s
（確率規模W=1/10）

・現況流下能力
約150m3/s
（H20.3末） 鹿

島
川

佐倉橋

事業区間

約９００ｍ

佐倉市街地
寺崎土地区画

整理事業

京成橋梁

高 崎 川
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視点① 事業の進捗状況
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；投資済
；残事業

※図中の数字は進捗率（％）を示す。（平成19年度末現在）

高崎川 鹿島川
鹿島川＋高崎川

住宅市街地
基盤整備

広域基幹
河川改修

住宅市街地
基盤整備

広域基幹
河川改修
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視点② 社会経済情勢等（1）

JR佐倉駅

←高崎川

竜灯橋

JR総武本線

国道296号

城
南
橋

鏑
木
橋
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視点② 社会経済情勢等（2）

大規模小売店

H17撮影

進捗率63％
完成Ｈ24予定
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視点② 社会経済情勢等（3）

床上浸水 床下浸水

H 3 . 9 . 8 台風15号 146 9 82 内水

H 3 . 9 .19 台風18号 33 内水

H 5 . 8 .27 台風11号 5 内水

H 8 . 9 .22 台風17号 148 54 45 内水，溢水

H13.10.10 集中豪雨 130 36 50 内水

H16.10. 9 台風22号 62 4 内水，溢水

降雨要因洪 水 名 備    考
浸水面積

（ha）

浸水家屋(戸)

鹿島川・高崎川の近年の浸水被害
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視点② 社会経済情勢等（4）

平成8年9月出水 浸水実績図
床上浸水54棟 / 床下浸水 45棟 / 浸水面積148ha

1

2

1 2
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視点② 社会経済情勢等（5）

［沿川の状況］

佐倉市街地，土地区画整理事業区域が隣接

［関連事業］

上下流で流下能力向上のための河道改修が進捗。
寺崎土地区画整理事業に大規模商業施設も進出

［浸水被害］

3～5年に1度，浸水被害が発生している。

住宅の浸水や交通の途絶も発生し，社会的な影響大。

［沿川の状況］［沿川の状況］

佐倉市街地，土地区画整理事業区域が隣接佐倉市街地，土地区画整理事業区域が隣接

［関連事業］［関連事業］

上下流で流下能力向上のための河道改修が進捗。上下流で流下能力向上のための河道改修が進捗。
寺崎土地区画整理事業に大規模商業施設も進出寺崎土地区画整理事業に大規模商業施設も進出

［浸水被害］［浸水被害］

33～～55年に年に11度，浸水被害が発生している。度，浸水被害が発生している。

住宅の浸水や交通の途絶も発生し，社会的な影響大。住宅の浸水や交通の途絶も発生し，社会的な影響大。
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視点③ コスト縮減・代替案の可能性（1）

・掘削土の再利用

・橋梁の統廃合による架け替え数の削減（寺崎橋）

・既設護岸の廃材を利用した根固め工

・改良材を使わない地盤改良工法の採用

掘削土の再利用改良材を使わない
地盤改良工法の採用

15

視点③ コスト縮減・代替案の可能性（2）

既設護岸等のコンクリート
塊を再利用した根固め工

掘削土を再利用した築堤整備状況
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視点③ コスト縮減・代替案の可能性（3）

本事業は，河道を拡幅，掘削して流下能力を高め，治水

安全度の向上を図る事業であり，代替案としては，遊水

池の設置等が考えられる。

しかし，下記の理由により，河道のみを改修することが

最も有利と判断される。

①他事業の既改修済み区間の河道を有効に活用することにより、
手戻りが少なく効率的である。

②遊水池の整備には，用地買収面積が多くなり，社会的影響が
大きく不経済である。また，当該地域はもともと湿地状の地
域であり，軟弱地盤層の大規模な掘削は難しい。

代替案の可能性
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視点④ 事業の投資効果（1）

河川整備に係る費用（Cost）と、得られる便益（Benefit）の
比率で評価。B/C≧1.0で事業の経済的妥当性を確認する。

河川整備に係る費用（Cost）と、得られる便益（Benefit）の
比率で評価。B/C≧1.0で事業の経済的妥当性を確認する。
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事業着手時の浸水区域

現時点の浸水区域

事業完成時の浸水区域

10年に1度の雨

安全度

被
害
軽
減
額

着手時

10年に1度の雨

現時点 完成時

残事業で軽減
される被害

視点④ 事業の投資効果（2）
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視点④ 事業の投資効果（3）

平成20年3月末時点における
確率規模1/10の浸水想定区域
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視点④ 事業の投資効果（4）

便益として算定する項目＝想定する被害の項目便益として算定する項目＝想定する被害の項目

効果（被害）の内容

家屋被害 家屋（住居・事業所）が浸水することによる被害

家庭用品被害 家具や自動車等が浸水することによる被害

事業所資産被害 事業所が浸水することによる資産や在庫品による被害

農漁家資産被害 農漁家が浸水することによる資産や在庫品による被害

農作物被害 浸水による農作物の被害

公共土木施設等被害 道路や橋梁、電気、ガス、水路など公共土木施設等の被害

営業停止被害 浸水した事業所、公共・公益サービスの停止・停滞による被害

応急対策費用 浸水に伴う清掃などの事後活動等の出費等による被害

分類

直接被害

間接被害
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視点④ 事業の投資効果（5）

・10 年に１度程度の洪水被害額：約28.0億円
・ 5 年に１度程度の洪水被害額：約16.6億円
・1.9年に1度程度の洪水被害額：約 6.2億円

上記から算定される「年平均被害軽減期待額」

約6.4億円

残事業期間（H20～H25)+事業完成後50年間で

発生する総便益

総便益（B） 約１３３億円
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視点④ 事業の投資効果（6）

総費用(C) 約９４億円

維持管理費 １２．６億円

残事業費 ８２．０億円

残事業期間とその後の５０年間の総費用
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視点④ 事業の投資効果（7）

今回の事業の総便益 Ｂ＝１３３億円

それに要する総費用 Ｃ＝ ９４億円

Ｂ／Ｃ＝１．４０＞１.０

今回の事業の総便益 Ｂ＝１３３億円

それに要する総費用 Ｃ＝ ９４億円

Ｂ／Ｃ＝１．４０＞１.０

総費用Ｃ
(Cost)
９４億円

総便益Ｂ
(Benefit)
１３３億円

B/C=1.40 >1.0

上記より、本事業は投資効果があることが確認された。
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事業再評価の総括

［事業の進捗状況］

関連事業とあわせ，進捗率５１％，用地取得７０％。

［社会経済状況］

水害の頻発。対象河川は佐倉市街地を貫流。

寺崎土地区画整理事業が進行中で大規模小売店も進出。

［コスト縮減案等］

資材リサイクルの推進。代替案より現計画が優位。

［事業の投資効果］

費用対効果 B/C=1.40 ＞ 1.0

［事業の進捗状況］［事業の進捗状況］

関連事業とあわせ，進捗率５１％，用地取得７０％。関連事業とあわせ，進捗率５１％，用地取得７０％。

［社会経済状況］［社会経済状況］

水害の頻発。対象河川は佐倉市街地を貫流。水害の頻発。対象河川は佐倉市街地を貫流。

寺崎土地区画整理事業が進行中で大規模小売店も進出。寺崎土地区画整理事業が進行中で大規模小売店も進出。

［コスト縮減案等］［コスト縮減案等］

資材リサイクルの推進。代替案より現計画が優位。資材リサイクルの推進。代替案より現計画が優位。

［事業の投資効果］［事業の投資効果］

費用対効果費用対効果 B/C=1.40 B/C=1.40 ＞＞ 1.01.0

結 論 ： 事 業 を 継 続 す る こ と と し た い
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